
講 師
岩金俊充氏 （やまぐち総合教育支援

センターチーフスーパーバイザー）

米川和雄氏 （帝京平成大学講師／練馬
区学校教育支援センター
SSW・SVr）

ランチョンセミナー『スクールソーシャルワーク実習の工夫と課題』
(1)実習受け入れ10年のいま、その課題 島崎薫氏（都杉並区SSWr）
(2)実習はどうあるべきか？実習計画と学習の工夫 湊岳美氏（神奈川県相模原市SSWr）
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①50自治体の動向 報告 米川和雄氏

雇用条件・配置形態・依頼方式・SV体制等
②効果的不登校支援におけるSSWr導入の条件

予算・チーム教育委員会・雇用条件等の差があるか
依頼方式の違いによる差の推測

③日野市の取組：福祉職採用常勤職の働き方
と課題 報告 佐藤雄紀氏（日野市SSWr）

(1)東京都内動向報告

２．都道府県における多様な取り組みと課題 13：00～16：00

①高校教諭兼務SSWrの導入と課題
報告坂本裕子氏（銚子市立銚子高校教諭兼SSWr）

②指導主事兼務SSWrの導入と課題
報告杉本祥子氏（柏市教育委員会指導主事兼SSWr）

（2）千葉県内動向報告

（3）さいたま市動向報告

神奈川県内報告 芦田正博氏（横須賀市・鎌倉市SSWr）

静岡県内報告後藤久美氏（県士会こども家庭福祉委員会）

群馬県内報告原口一美氏（県士会SSW委員会委員長）

埼玉県内報告高橋陽子氏 (県士会子ども家庭支援委員会)

山口県内報告岩金俊充氏（県士会SSW委員会委員長）

茨城県内報告 池田亜希子氏（茨城県指導主事）

栃木県内報告 馬籠清貴氏（大田原市常勤SSWr）

宮城県内報告 荒木恵美氏（仙台市SSWr）

長野県内報告 松井絢子氏（長野県SSWr）

福岡県内報告 野中勝治氏（福岡県内等SSWr）

(4-1) 分科会１ 14：30～16：00

司会 土屋佳子氏（社会事業大学客員准教授）
(4-2) 分科会２ 14：30～16：00

司会 大門俊樹氏（東京福祉大学講師）

1日目振り返りと懇親会 16：20～18：30（懇親19：00迄） β要別途費用
①分科会報告 ②パネルディスカッション形式の質疑 ③振り返り ④懇親

１. SSW共通基盤研修 10：00～12：00

１．虐待予防研修：事例基礎演習 9：30～11：00

SSWrは虐待をどのように予防するか？実際事例から嗅覚を磨く

講師 米川氏（研究者・養成校視点）岩金氏（SSWr・要対協視点）

土橋俊彦氏（世田谷区児童相談所準備室：児相視点）
大谷洋子氏（横浜市西部児相一時保護所：一時保護所心理士視点）

宮生和郎氏（横浜市教育委員会：学校・教育委員会視点）

２．虐待支援の最前線 11：10～12：10

(1)都内世田谷区の取組：新たな児童相談所の構想：先端的支援
の観点 報告 土橋俊彦氏（世田谷区児童相談所準備室）

(2)福岡県内取組：家族と地域の繋がりを維持した一時保護委託
の活用 報告 野中勝治氏（自立援助ホームケイ施設長）

(3)山口県取組：子どもと家族参加の要対協（オープンダイアロ
グ方式の要対協実施）／よくある性的虐待支援の留意点

報告 岩金俊充氏（山口県士会SSW委員会委員長）

３．学校で児童殺害事件被害者遺族

（かぞく）を理解（支援）する視点：

サポートブック紹介踏まえ 13：00～16：00

語り手 児童殺害事件被害者遺族様
（父・きょうだい）

聞き手 大塚淳子氏

（公益財団法人日本精神衛生会理事／
帝京平成大学教授）
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チーム形成の取組：共通基盤形成としての生物・
心理・社会モデルの活用

(1)山口県取組：県内市町チーフクラスSSWrによる
SV体制構築としてのBPSモデル活用

(2)都内２区取組：14名以上の多様な背景を持つ
SSWrの共通基盤づくりとしてのBPSモデルによる
アセスメントと支援計画

※アセスメントと支援計画を作成するため一事例をお持ちください。
テキスト等の事例でも構いません。要三色以上ボールペン・定規等

12：15～12：50

９月７日 10：00～16：00

９月８日 9：30～16：30

β２日間において、各登壇者は緊急対応等に
より内容含め変更となる場合がございます

後援 公益社団法人東京社会福祉士会
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SSWr導入の効果と課題
報告 小川泰弘氏（市総合教育相談室PSW）

司 会
米川和雄氏 （帝京平成大学講師)
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参加費とお申込手続き
Ợ ⱨ◊כⱶ╟╡ ╩ ↄ∞↕™ Ҝ http://empowerment.or.jp/contact/

ἶ ˲YMCA β∆ ᾐ ἶ
ₔ243-0018 4-16-19 046-223-1441

ǀᾍ ǁソーシャルワーカー・心理士・教員・行政職員等（倫理規範のある職種）

ǀ֓қ ǁ 9,000 Л 9/7 ɵ ̝ѩ 4,000 Л

2 17,000 Л 9/7 ɵ ̝ѩ 4,000 ЛŃ 3,000 Л

ǀ̝ḹǁ9/7 ʴ ȹɱɆɧɩɏɶȭȳȤȷ̝ Ὑ（KIRIN本社B1/1F）

〒164-0001 東京都中野区中野4丁目10番2号 TEL03-5942-9080

9/8 ʴ ȳɱɕɧȴ8F ʹὙ
〒164-8512 東京都中野区中野4-1-1 TEL03-3388-1174
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ỢMAIL info@empowerment.or.jp TELהFAX 03- 5860- 4587 ה
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町оπнмちよだプラットフォームスクウェア1217

関東圏域等スクールソーシャルワーク研修 定員60名予定

スクールソーシャルワーカー養成10年間を超えて
YMCA健康福祉専門学校は、日本ソーシャルワーク教育学校連盟認定スクールソーシャル
ワーク教育課程を通じて、スクールソーシャルワーカー養成 10年間を超えました。
かつてと現在では様々に異なる状況があり、求められる専門性もより高度となっておりま
す。10年間の歩みを大切に、ソーシャルワークの基盤を踏まえながら様々な研修を実施す
ることで、スクールソーシャルワーカーやソーシャルワーカーの方々の再学習の場を担っ
ております。


